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 論文審査の結果の要旨
 底生有孔虫のU晦871nσ属を中心とするグループは,第三紀以来海洋に広く適応分化した
 が,この系統進化を究明する上で,分類上の基本的形質である殻の構造・形態の諸要素に関す
 る評価基準が研究者間で一致を見ていない。そのため日本列島およびその周辺海域の化石なら
 びに現生種群について,これまで多くの記載や報告があるにもかかわらず,その系統や生物地
 理区を明らかにすることが困難な状況にあった。
 本論文は日本列島の中新世～更新世の化石種と周辺海域の現生種について,殻の構造,殻壁
 の微細構造,成長様式などを光学および電子顕微鏡による観察,あるいは軟X線写真像による
 内部構造の探究などを通じて検討し,その結果をさらに現生種の生態・分布上の特性を参照し
 て,総合的に考察し,このグループの系統と地理的分布を論じ,殻の諸形質に対して系統分類
 および生態学的評価を下したものである。
 この論文で扱った資料のうち,化石種は宮古島より男鹿半島までの8地域より産出したもの
 であり,現生種は日本海,太平洋の黒潮水域,混合水域,親潮水域の各水域の表層堆積物より
 採集したものである。これらを対象に,殻の歯板,口孔,巻き方(成長による室の付加方式),
 殻壁構造,壁孔,殻の形態,外部装飾,および初室について詳細な検討が行われている。
 主要な結果を列挙すると,1)歯板は新室とともに形成される口孔と旧口孔をつなぐ構造体で
 あるが,その接続様式が属レベルの分類ではもっとも安定した基準となる形質である。2)殻壁
 は方解石の針状結晶からなる放射状層と微粒状結晶からなる皮膜層で構成されるが,新室の付
 加ごとにその殻壁が殻表面を覆う単層状構造を持つ。3)殻壁を貫入する壁孔の発達は殻の部位
 により著しく異なり,特定の場所は無孔質である。殻の表面に現れる壁孔の数・形状は個1本発
 生段階でも変化するが,種内変異は生物地理区や生息深度とよく対応している。4)U`嬉ω初。
 類には固有の成長プランがあるが,一般に暖流系種と寒流系種では殻形が異なる。5)殻の表面
 装飾のパターンは生息深度とよく対応する。6)近縁種が共存する場合,種間で殻の大きさの分
 化や形質置換が起こる。
 以上のような解析の結果,日本産のU∂忽2吻召類ではEz∫1`塵副nα(5.s.)19,ε(Ho卿n-
 5ガ磁)3,ノV80～!〃㎏8r'π46の計28の表現型(morphotype)が識別され,6新種,2新亜種が記
 載された。
 これは鄭が自立して研究活動が行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示すもの
 であり,よって鄭圭慣提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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